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@市役所本庁 85~1 11'1
@つくし野支所 84~880'1
⑧湖北台支所 88~0828
@溜北支所 88~2'111

@布佐5i.所 89~2358
@叡育委員会 85~'1151
@水道局 84~01'11
@消防署 84~0119
@少年センタ-84~19C 日

@市史鰐さん婁日5~2481
@保健センタ-87 竹31

*人口1'13，239人(+'1.363人〕
男56，783人女56，456人

ネ世帯主主34，日間世帯〔十726世帯〕

噛市民会館 84~331'1
@市民図番館 84~'1'110
噛市民図蓄箆望書北台分留 87~3055
骨市民図蜜箆移動図露館 87~0909
噛中央公民館 82~0515
骨市民体育館 87~1155
噛都市改造事務所 85~1'171
骨易体障害者福批センタ 88~0'141 

@つつじ荘 88~0123
曜量生活環焼課(浄化摺)87~2379 

(ゴミ)87一日D'15(し尿)88~2547

日国一始一

翻一口
鶴
一
主
輔
一
塑

| 惨日時 11月12臼(水〉午前8時
惨場所東我孫子力ントり←7ラ

ブ

砂種目 *ネットの部(ベリ戸方

式) 般男子、 段女子、シ二戸

(60歳以上〉本グロスの部 俊

男子、 役立子、シ二戸〔印有以上)

紗参加資格市内在住、在勤者

砂参加費 750C円(諸経費舎む〉

惨申し込みー問い合わせ 10月25

日(土〕までにハガキ仁住所、氏名、

年続、生年月日、性別、窪田、電話番

号を明記し古戸696市民体育館

*ゲ口スの部上位入賞者は来年痘

の黒民俗育大会出場参加選手の参

者と起ります。

|親と初手づくり料理教室j
7克子で簡単に作れる豆享しを使つ

だパパロヌフの料理毅室

砂B時竹月8日(土〉午後 1時30

分

砂場所中央公民館料理実習室

惨費用受講無料

砂対象小学生の親子18組36名

砂講師 消費者問題研究家 I曽民主

j需氏

砂申し込み・問い合わせ 10月3'1

|総額青ゼミナーj凶簡講演会|

惨日時 10月18日(土〉午後1時3C

分力ら 〔入場無料〉

砂場所中央公民箆

砂テマ高齢化社会に向けての

生活しやすい住まいと街づくり

砂講師 吉田あこ氏(日本建築学

会ハンティキャッブト小委員会主

査〉

炉問い合わせ社会教育課

十
会
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一
一
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一
目
ヂ
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一

岡

田

鮒

了人一仁隅
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局 U ‘..".鈎6.10. 16 (4) 

教育委員会開催 I[丹田呼吸と自軍備1 1危険物取扱者試験|
~B時 '10月278(月〉午後 7 時301 炉日時邑週火濯目午前10寺
分 | 砂場所 寿市民センヲ
惨場所賄額全会E主連 | 砂会費
砂問い合わ世宗育委員会的主|

| い合わせ富田no;;じ374

|手l~り1\ム・ウインナー講習会 i ※定年壱迎えた男性の引を叡辺

同時相23日間⑦午前日開 1空手道クラブ|
ガら正午②午後2時ガら4時 惨日時岳遭土曜日午後6跨30分

③午後6時3C分から呂時3C分 砂場所 ;om台東小学恨体育館

砂場所川上凶理スタジオ 惨貸借小中学生150C円

~賛同無料(各口先董25名〉 股20C任司

惨申し込み・問い合わせ言電話で 砂問い合わせ吉国388-0862

市町課へ 翻舗噛瞳
|スキー映画の夕べ| l - ー

惨臼時 10月'18巴〈土〕午後6時

砂場所市民会舘罵2.3会議室

惨費用入場無料

惨問い合わせ市民体育鎧

|我2菜子教育対話集会l
惨日時 10月19臼〔白〉午後O時30

分

砂場所市民会起大会議室

砂参加費 300円

炉内容テ マ*視と事空白J百万手を

活13iだめに*子供たちを生き生き

とさせるだ601こ 分科会、講演

惨問い合わせ我孫子教育対話集

会実行委員会黒田宮888106 

|自給村荷空市i
砂日時 10月26白(臼〉午前10時

〔雨天の場合、竹阿2日(日))

b場所手賀宕公園

炉内容無農薬野菜の即売会、吉

本市、ポ二ーの渠罵

~問い合わせ 我孫子自給村を考
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惨問い合わせ社会教育課

完成させよう。 犯山者、老若男女を聞いません。

惨臼持 10月26巴(日〕午前9時30 中腎で楽しみましよう。

分から午後3時 惨日時 10月23日(木〉午前1C府

砂場所精神薄弱者費生時設「ゐ 惨場所中央公民箆(先着20名〉

どり園」 砂質問 無料(琴は問意します〕

砂募集親子2口組(先着l葺) 惨申し込み問い合わせ大正琴

惨費用 1家族2000円〔材料代) 全国普及会 土屋388-7482

※濁北釈から送迎1¥ス育

惨申し込み・問い合わせハ力キ

に親子の氏名、年齢(学年〉、住所、

砂頒価ポケット版1部 3∞円

中型版T部 50C同

~申し込み 10月31日〔金〉までに

電話まとは予約申込書(市役所、

5'所に用意〕で主主画課へ

扇情市m麗bヲーj同
砂出畠資搭市内で花i宣づくりを

隠業としていない個人および団体

(学校、企業、子供会、自治会苓〕

が自ら栽倍雷理している2m'以上

の花出〈フランヲ の場合は合言十

ガ2附以上〕ガあること。

砂出畠方法花担任写畏〔普通サ

イヌ以上の力ラ 写亘でi最影方向

ぞ蛮えだもの)2葉と住所、氏名
〔閏体は、団体名および代表者〕、

年齢、電話番号、損害号己を添えと

送付(ネガは保存してください)0

b送泊先問い合わせ昭和62年

2月初日までに我孫子1858都市計

画課へ

J~ 表彰は第3回市樋木まつり(昭

和62年4月予定)1こ行いまと:10

|テレオ乙/ザーピスft85刊1.31

惨民駿臼 12月21巴〔白〕

惨場所 日大理工学部L習志野市7

9砂種類・手奴料甲1!I'500C円、乙

種340C司、丙壇27∞円〔手絞れ↓1"

!官込lこたJります〉

炉願書受付問い合わせ 11月4

tcJ(リビ〕汀ら7己(金〉まと肖sJ'j本部

内危険物安全協会事務局38401'19 

内願書は湾防本部、各署所に用意

[柏保健所から!
水道法施行令の 部改正(こより

11月 18からマンション、病完走苓

で受))<憎の有効容量ガ10立方メ

トjしを越える施設〔市の水道力、ら

給水を受けるもの〉は、新疋に簡

易専用水菖として1里郡の対象とお

りますので、施設管理者はご漂泊

ください。

~i車結 伯保健所宮古7'1255 

⑮⑧⑪⑧⑧ 
1'2.湖北台団地自治会駐車場白主管

理委員会保力、ら社会福引t施設整惰

宴会にと夏祭りでの出巨の収益金

52351句の寄1寸ガありました。

1'2.フ7ミリーマトヅレス寿

庖僚から社会福祉限設整備基金!こ

と7930同の寄付ガありました。

1'2.木下煙草商業協同組合帰人部様

力、ぅ社会福祉の疋めにと3万円の

寄付ガありました。

包柏市民生協果的涯ワルブ様か

ら手をつ芯ぐ視の会にとT万5∞o
円の寄付ガありまし疋。

1'2.サンケイ新聞写生文化事業団僚

ガら手をつなぐ授の会にと6万円

の寄付ガありまし疋。

1'2.郵政省簡易保険力、ら叡老の日lこ

米寿を迎え疋市内4位弓の方々!こ郵

政大臣のお祝状と記急白が贈られ

苦し疋。

日(金必着〉までに電話まだはハ 電話醤号、親と子のふれあい教室

力'キ(住所、親子の氏名、学年、電 参加希望と明記し、 10月20日〈泊 1*日時 10月25臼〔主〉午後2詩
話番号を明記〉で我孫子1858市民 印南効〉までに我孫子1684毅育委 |キ入場料 5∞向〈全自由時〕

生活課へ 員会社会顎育課 |ホ出演戸リヲ e ハ戸1) 他

(市民体育館で

I [エフコ口ピクス講鹿|
砂期間 10月288から来年3月31

臼までの包道火金濯白、午前切符

惨人員 40名(会費用10∞伺〕

b対象初l山者〈市内在住、在勤

者〕期間内受講できる方

砂申し込み・問い合わせ 10月22

8(7)< .必着〉までに往復ハガキ!こ

住所、氏名、年齢、性別、電話番

号、講座名を明記し、古戸696顎

育委員会体育課まで〔応募者多叡

の場合はj由選〉

|市民バスケットボール大会]
~臼跨 11月16日〈日).23日(円〕

午前9時

~!重邑 段男立(高慢笠以上〕

古戸696 ~87-行5:51 11 イルカコンサート什
毎週月曜包休館 II ル#四 十問沖ケ也 ι I1 刊't)I~まる主隠日￠午後をイiG

~参加費 般'1チム2000円 11力と宍に過しません刀。東京近郊

高!y生7チムIOOC円 11では今年初のコンサ トででr0 

砂申し込み問い合わせ?口同251 1 ~8時什

日(土 品蕎〕までCハノゴキlこチ 11同22円〈土〉

ム名、代表者〔連洛先〕の住所、氏 11午後4時30

名、電話番号を明記し、中里401曽11分

回崇官881454へ 11惨入場料

[第T回ジユ二戸卓球大会|
砂日時 11内3日(祝〕午前9時

惨種目中学T年生、 2年生、オ

ブン男女、各シンプルス

~参加費 20C円

惨申し込み問い合わせ 10月24

日(金必着〉きで!こハガキに橿呂、

住所、氏名を明記し、高野LlJ226

17省内記i!13826900 (午掻日時か

ら1m時〉

大人3∞C円
高慢生以下

200C円

(全自由時〉

砂問い合わせ社会顎育評

~入場券発売所 w平首言J?=i*1仁

Uひらガ言居率フッワス スズキ

*荒井喜巴ネ白川!苔光堂*十号

書巴*ボピ *図書館湖北白王制

*中012公民館本市民主館内斉告ひ|

ろガり | 

R6木|時金相談=市民間室10'0刊 5'00醸
麟
麟
刊
同
審
繍
搬

R8土|官少年の日

17金|凶不動産相談弔問担10 ∞~"15 ∞

19副官躍当番琶=テレJt¥:Jl1ーピ:ス
iO¥ 1官体自草量歯科書聾8=件包草急車封書事前{宿民主筈宅培技ト12的
、ダ 1G'l/j重担担=書市民センヲー叩[ト14，(1) 宮家庭の日

2([])FJ 1::岨立樹立前民センヲ 9'0ト 15∞
(日月|同民図書館開
|zつつじ荘休館

2R火 1時津相設=市民枇室 9'00-15'00 

2~木

2'2し|官消費生活相設二市良市四日∞-15'00
71く|居老人健康棺民=つつじtt13030-15∞ 

25土

241金|町人権行政相談二弔問調。 O~15'OO

26el叩察当酷ヱテレ吊ンヲピヌ
をヨ)1 ff体日豊語歯詞書聾自=廿己滋皐歯科長事前(市民主第有司街、11ω

27月|防克描通軸樹二昭耐1悶
同 11怜量由記ごと相談立桁再而民セン号ヲJ 日口 ~15 ， e凹3 
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